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１２月２8 日（土）～１月 3 日（金）　Ａｎｇｅはお休みとなります。
　期間中の緊急連絡等はこちらの電話番号にお願い致します。
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新しいスタッフの紹介新しいスタッフの紹介

　こんにちは！ 10 月からスタッフとしてお世話になっております、 辻岡浩子
（つじおかひろこ）です。 Ange で働きだしてはや２カ月が過ぎました。 少しずつ
子どもたちに 「一緒にしよ！」 と手を引いてくれる子どもがいたり、 膝の上に
座ってくれる子がいたり、、、 いつもほっこりとした気持ちになります。 子ども
たちが成長していく姿を見守り、 キラリと輝く瞬間を見つけて一緒に喜び合っ
ていきたいと思います。 どうぞよろしくお願いします。

研修実施予定！申し込み受付中！

防災カフェ2 講師 : 湯井恵美子氏
（福祉防災上級コーチ）

※外部の方など、どなたでも受講可能です。詳しくはお問い合わせください。オンデマンド配信はございません。

■ 場 所 : A n g e （ 服 部 ） 又 は z o o m  ■ 時 間 : A M 1 0 : 0 0 ～  ■ 参 加 費 : 徳 洋 福 祉 会 利 用 者 ５ ０ ０ 円 ・ 外 部 の 方 １ ０ ０ ０ 円 / １ 名
■ 申 し 込 み ・ お 問 合 せ :  ℡（ 0 6 ） 6 1 5 1 - 2 9 9 6 　 　 M a i l ： m a t h u m o t o @ t o k u y o . m e 担 当 : 中 川 ・ 松 本

↓申込み QR↓

　クリスマスシーズンがやってきました。 今年のクリスマス制作は枝と
毛糸で作った手作りツリーです。 両事業所の子どもたちで、 服部緑地
公園や豊島公園に枝を拾いに行き、 スタッフで拾った枝を三角錐にし
ました。 その枝に毛糸を巻き付けて飾りつけをします。 毛糸を枝にびっ
しりと重ならないように巻く子やふわっと巻く子がいたり、 飾りの位
置をどこにしようかな？と悩みながら貼り付けたりと積極的に時間を
かけて作っていました。 はやくお家に飾って欲しいと思い、 １２月に
入って順次持って帰ってもいました。 すると帳票で 「リビング
（玄関）に飾っています！」 や 「僕が作ったツリーどう？上手？
と何度も聞かれて気に入っています」 など教えていただき、 好
評の制作でした。

かわいいツリーの
できあがり♪

それぞれ素敵な

ツリーだね♪

クリスマス制作クリスマス制作クリスマス制作

い～とまきまき♪郡　奈美
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ひろこ先生

自己紹介おねがいしま～す！

　先月号で放課後等デイサービスの現状をお伝えしました。
今月は課題についお伝えします。

⑴活動・支援の質について
2014年、2021年と厚労省内では活動支援の質の問題が
指摘され続けています。そこで、2021年、2024年と、
報酬改定によりサポート加算（1）（いわゆる、支援がたく

さんいる利用者には報酬が加算される）、「専門職」（PT、OT、ST、心理職）を評価する加算、人員
基準の引き上げ（5年以上勤めた指導員の評価）などが創設されましたが、どれも効果のない状況で、
「活動、支援の質とは」の根本的な問いがなされないまま、行き当たりばったりの見直しが続いている
状態です。
　そして、この7月にガイドラインが改訂されました。実に81ページにも及びます。私もコツコツ
読んではいますが、現場の指導員がどれだけ読み込んでいるかは疑問です。
⑵利潤追求型事業所の所在
悪質コンサルティングが放課後等デイサービス事業に様々な形で集まってきます。インターネットを
ひらけば、「放デイ儲かる」「年商8000万」などと謳うフランチャイズやコンサルティング会社の紹
介などが多数上がってきます。また、教材販売やおやつ代行、挙げ句の果てには子どもが iPad で問
題を解けば、その子の個別支援計画をAI が考えて書いてくれるものまで開発されています。その上、
今回の制度改訂で5領域から子どもを捉える様に変わったことから、さらにこの様なソフトに頼る事
業所が増えていくと考えられます。
　最後に、「受け入れ拒否」の横行があります。利潤追求型の事業所は「手のかかる子ども」を拒否し
がちと言われています。自傷、他害、強度行動のある子どもは受け入れを拒否されたり、途中解約を
余儀なくされたりという例が出てきています。実際、私も利用を断られたと聞いたことがあります。
そして、このような子どもは「力のある事業所」「心ある事業所」に集まる傾向があります。市や相談
支援事業所から保護者に紹介するのは、その地域で長年実績を積んできた、信頼できる事業所である
ことが多いです。そして、その子どもたちを受け入れた事業所と拒否した事業所は同じ報酬であり、
子どもの対応のために人件費を多く支出することで状況は悪化し、利潤追求型は人件費を最低限で済
まし、ますます利潤を増やすという構図になっています。（以上、全国放課後連事務局次長　真崎暁司
の資料より）この他にも、報酬制度の問題や職員の研修制度の欠如、利用者負担など課題は山積です。

　Ange が所属している「障害のある子どもの放課後保障全国連絡会（通称全国放課後連）」では、毎
年2回厚労省と面談を行なっており、調査のデータや全国からの状況など、私たちの生の声を届けて
います。子どもたちが安心して放課後が過ごせるように、これからも保護者の皆さんと制度や放課後
の子どものゆたかな育ちについて、一緒に考え国に訴えていければと思います。ご協力をお願い致し
ます。


